
ＮＰＯ法人市民生活支援センターふくしの家 江口陽介

生活の足の確保

～将来に備えて～



いつまでも元気に暮らすために･･･  

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おお
むね３０分以内に必要なサービ
スが提供される日常生活圏域
（具体的には中学校区）を単位と
して想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅 等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入
所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･  

医 療 介護が必要になったら･･･  

介 護

■介護予防サービス

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包
括的に確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、
地域包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は
減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、
地域の特性に応じて作り上げていくことが必要。

地域の考え方



3

バス

タクシー

自家用有償旅客運送 2006～

許可・登録の手続きが不要な運送

許
可

①市町村運営有償運送

③福祉有償運送

道路運送法

互助
活動

NPO等が行う.一般の高齢者は不可

運賃NO

・・・タクシーが営業しない地域などで

・・・地域福祉の観点から住民たちが互助の精神でつくる移動・外出手段

路線バス、コミュニティバス、
デマンドバス

・・・障害者.要介護・要支援認定者.透析患者等を対象に

●交通空白

●福祉

②公共交通空白地有償運送
住民全体を対象にNPO等が行う

運賃OK

非営利の範囲で
運賃OK

登
録

地域の移動・外出を支える交通手段

長崎県HPから

タクシー、デマンド乗合ﾀｸｼｰ、
介護タクシー、UDタクシー



「道路運送法における許可又は登録を要しない運送の態様について」

(1)-１ 利用者からの給付が、好意に対する任意かつ自発的な謝礼と認められる場合

２ 自治会等が地域づくりの一環として運行に必要な経費を賄う場合。利用する・しない

に関わらず 会費等が一律の場合

(2)-１ 利用者からの給付が野菜や地域通貨など換金性が乏しい財物などで行われる場合

２ ボランタリーなサービスを相互に提供し合う場合

(3）利用者からの給付がガソリン代実費、道路通行料、駐車料金(特定費用)のみの場合

(4)-１ 市町村の事業として市町村の車両で実施されるなど、利用者の負担がゼロの場合

２ 自家輸送の場合（ホテルやゴルフ場の送迎など本来の利用料に差がない）

３ 子どもの預かりや家事身辺援助等のサービスと一体的に行われる場合

４ 利用者の所有車両で送迎を行う場合 4

許可・登録の手続き
不要の形態

国土交通省 通達（事務連絡/平成18年  一部改正/平成30年3月30日）

互助
活動



①完全無償型 運送の対価を利用者からまったく負担しないもの。物品や地
域通貨・時間預宅ポイントなど。金銭的換算困難又は流通性
の乏しい財物により対価を負担するなど。自治会費や任意の
謝金。

②無償・実費負担型 ガソリン代実費程度、他に道路通行料や駐車場料金・保険料
等も含む

③自家輸送型 自家輸送の形態。主となるサービスに付随して、運送の対価
を得ずに行う形態。サロンやデイサービスの送迎等。

④介護・家事身辺援助等の
サービスと一体型

介護や家事等の有償サービスが主な提供で、その中に車両
を使った送迎も含まれている形態。送迎があるのとないとで
利用料がかわらなければ良いという形態。実費は別に徴収可

⑤地域資源共有型 運転と車両を別々に手配。運転の役務に対する謝金支払は
可。

道路運送法による許可・登録が不要な形態





かわかみ絆の会
（佐賀市大和町）

さるこーカー
（佐賀市久保田町）

平成３０年４月３日～平成２７年６月～

佐賀市ＨＰより

コセべんりカー
（佐賀市巨勢町）

令和２年１０月１日～





中原たすけあいの会 平成12年9月～令和3年3月
外出支援実績（H27年度）

利用人員 延べ利用人員

福祉有償運送 55 2,177
無償運送
（もやい号）

41 2,788

合 計 96 4,965

「もやい号に乗る利用者」



佐賀市鍋島 「カフェハーモニー鍋島」 毎週木曜日
カフェの日 10:00～15:00

火曜日 ダンベル体操



【おたがいさん事務局スローガン】
①できない理由を探すのではなく、できる
方法をできるまで諦めずに考える
②Late ｈｅｌｐ ｉｓ no help(遅い助けは
助けにならない)

2022年5月～



◆中学校跡地を活用「かんころの家」 （西川登町）

左から民生委員兼生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの井手さんと
武雄市第１層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの林さん



福岡市西区 元岡校区田尻東町内会 買物支援バスツアー（平成28年10月～）

今出集会所

左:高岡さん



移動ってどこが管轄？

前提として



損保ジャパン、移動支援サービス専用自動車保険を販売

ボランティアが自分の車を使って行う移動支援活動のための保険ができました。
自家用有償旅客運送（※）や登録不要の互助活動として実施される移動支援を行う際、ボランティアが自分の車両
を使用して活動している時に交通事故が発生すると自身が加入する自動車保険を使用する必要があり、経済的な負
担が大きくなることが問題になっています。こうした課題に対応するために開発されたのが、下記の自動車保険
です（対人・対物、オプションで車両保険にも加入可能）。
※バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における輸送手段の確保が必要な場合に、必要な安全上
の措置をとった上で、市町村やNPO法人等が、自家用車を用いて提供する運送サービス。

■保険契約
・移動支援活動を行う団体に限ります（法人格は不問）。
・年間契約です。
・対象車両やサービスが管理されていることが必要です。

■対象となる車両
①登録ドライバーもしくは家族名義の車両
②社会福祉法人等から無償で借り受ける車両



安全のために

安全運転講習会



移動がなぜ大切か

移動できなくなれば・・・

「買物や通院どうしよう」 → 生活支援

「どこにも出かけられなくなるのでは」 → 社会参加

「体が弱くなるのでは」 → 介護予防



移動がなぜ大切か

総交通量の
減少

住まい方の
見直し

消費の低迷
まちの衰退

介護リスク

人口減少・高齢化の中で移動ができないことによるリスク

社会保障費
の増大



もう移動サービスはつくれる

全国で住民主体の移動サービスが増えている

「地域で」 「住民で」 つくろうと言えるように

登録や許可のいらない運送が「公」に

住民のやりたいを補助する制度（総合事業）
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